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令和７年８月１日発行 津野町議会だより （２）

議

員

紹

介

﹁
10
人
の
決
意
﹂

　
任
期
満
了
に
伴
う
津
野
町
議
会
議
員
選
挙
は
６
月
17
日
に
告
示

さ
れ
12
人
が
立
候
補
し
た
。６
月
22
日
、町
内
14
カ
所
で
一
斉
に
投

票
が
行
わ
れ
、投
票
率
は
76・14
％
で
あ
っ
た
。

　
新
議
員
を
紹
介
し
ま
す
。

ブ
レ
な
い

地
域
の
声
を

き
か
せ
て
く
だ
さ
い

予測不能なこの時代に対応できる
力と術を考えていきたい。

高橋　亜香（１期・昭48生）

たかはし　　あ　こ

誰もが住んでよかったと心から
思える町を目指します。

西内　香織（１期・昭45生）

にしうち　 かおり

チ
ャ
レ
ン
ジ

ふ
る
さ
と
を

　
　
　
守
り
ま
す

みなさんの声を届けられるよう、
一生懸命がんばります。

「津野町は一つ」という視点で
調査・研究し懸命に取り組みます。

明神　　司（１期・昭52生）

みょうじん　　つかさ

皆
様
の
声
を

　
　
　
　
議
会
へ

石川　寿朗（3期・昭28生）

いしかわ　 じゅろう

みなさんの想いを大切に、未来へ
つなぐ町づくりを目指します。

明神　　旭（１期・昭58生）

みょうじん　あきら

安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
町

初
心

　
忘
れ
る
べ
か
ら
ず

各地域の特性を生かした「魅力
あるまちづくり」に取り組みます。

安心と笑顔あふれる地域社会の
実現を皆様と共に築けますように。

川上　智子（５期・昭41生）

かわかみ　　ともこ

地
域
と
歩
む

変
革
の
４
年
間
に

西元　和代（４期・昭48生）

にしもと　　かずよ

今までの経験を生かして地域の声
を反映する議員活動を行います。

田中　一孝（３期・昭27生）

たなか　　かずたか

４
期
16
年
の

　
経
験
を
生
か
す

課
題
解
決
へ

精
一
杯
取
り
組
む

4人の新人により議会が若返った。
古きを捨て、新たな出発を！

中山　昭英（5期・昭25生）

なかやま　あきひで

地域特性を活かした振興策、住み
たい町を目指し全力を傾注する。

大地　真人（2期・昭54生）

おおち　　まさと



令和７年８月１日発行津野町議会だより（３）

新
議
会
組
織

新議会の組織が決定

　７月１日、一般選挙後の初議会（臨時会）が
開かれ、議長・副議長の選任後、常任委員会等
の組織を決定した。

総務常任委員会
（R7.7.1〜R9.6.30）

産業建設常任委員会
（R7.7.1〜R9.6.30）

議　 長 ： 大　地　真　人
（任期：2年　R7年7月1日〜R9年6月30日）

副議長 ： 中　山　昭　英
（任期：2年　R7年7月1日〜R9年6月30日）

委　員　長　　西 元 和 代
副 委 員 長　　西 内 香 織
委　　　員　　明 神　  旭
　  〃　　   　 田 中 一 孝
　  〃　　   　 大 地 真 人

委　員　長　　明 神　  司
副 委 員 長　　高 橋 亜 香
委　　　員　　石 川 寿 朗
　  〃　　    　川 上 智 子
　  〃　    　　中 山 昭 英

議 会 運 営 委 員 会
（R7.7.1〜R9.6.30）

委　員　長　　田 中 一 孝
副 委 員 長　　石 川 寿 朗
委　　　員　　明 神     司
　　〃　　　　高 橋 亜 香
　　〃　　　　西 元 和 代

津野町議会だより発行調査特別委員会
（R7.7.1〜R9.6.30）

委　員　長　　明 神　  旭
副 委 員 長　　西 元 和 代
委　　　員　　西 内 香 織
　　 〃　　　  高 橋 亜 香
　　 〃　　　  明 神     司
　 　〃　　　  川 上 智 子

津野町公有財産有効利活用調査
特別委員会

（R7.7.1〜R9.6.30）

委　員　長　　中 山 昭 英
副 委 員 長　　西 内 香 織
委　　　員　　明 神     司
　　 〃　　 　 石 川 寿 朗
　　 〃　 　 　西 元 和 代

高幡東部清掃組合議会議員
（R7.7.1〜R9.6.30）

組合議会議員　　大 地 真 人
　　〃　　　      田 中 一 孝

津野町監査委員（議会選出)
   （R7.7.1〜R11.6.30）

監査委員　　川 上 智 子
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行

政

報

告

国民文化祭 令和８年度に高知県開催決定

「よさこい高知文化祭2026」

　　　　　　　　令和 8年10月25日〜12月6日

伝統民族芸能団体や文化協会による

　　　　　　　　　　　津野町実行委員会が計画

・葉山花取踊り

・津野山古式神楽

・高野農村歌舞伎

　(令和7年度から令和８年度開催に変更)

・特別事業「津野町伝統芸能まつり」

教育支援コーディネーター配置
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行

政

報

告

02.行政報告「ここに注目！！」

池田町長

行政報告はこんな内容でした！

町長の行政報告から、3件をピックアップします。

㊗ 町政施行20周年



令和７年８月１日発行 津野町議会だより （６）

議
案
と
審
議
結
果

任期：令和7年7月1日～令和11年6月30日

川上　智子氏　（新任）　津野町芳生野甲　　昭和41年生
かわかみ   ともこ

〇津野町教育委員会委員の任命

〇人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

〇要望（津野町（旧東津野）古味口地区避難路の拡張工事について）

〇津野町監査委員の選任



令和７年８月１日発行津野町議会だより（７）

議
案
と
審
議
結
果

03.議案と審議結果

６月議会ではどんなことを話し合ったの？
　6月定例会は、6/2～ 6/4 まで開かれ、令和 7年

度補正予算、津野町税条例の一部を改正する条例

について等を含む報告 2件、承認 2件、同意 1件、

議案 6件を可決、閉会した。

　一般質問には 5 人の議員が立ち、町の行財政全

般にわたり執行部をただした。

東津野B&G海洋センター体育館、プール、グラウンド、

ゲートボール場含む付属施設及び駐車場周辺の照明設備

をLED化する。

趣旨

許可

〇東津野 B&G海洋センター及び周辺を LED化



令和７年８月１日発行 津野町議会だより （８）

一

般

質

問

04.一般質問 ‒ 田中　一孝
たなか　　　　　かずたか

田
中

　
県
は
全
国
初
の
消
防
広
域
化
計

画
を
検
討
開
始
し
た
。
高
幡
消
防
は

5
市
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
検

討
会
で
集
約
や
移
行
な
ど
具
体
的

な
見
直
し
に
つ
い
て
県
か
ら
示
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

池
田
町
長

　
基
本
構
想
は
高
知
県
を
6
ブ
ロ

ッ
ク
化
し
高
幡
消
防
が
一
本
化
さ

れ
、
高
幡
方
面
消
防
本
部
に
な
る

と
示
さ
れ
て
い
る
。
令
和
9
年
に

広
域
連
合
高
知
県
消
防
局
︵
仮
称
︶

が
発
足
。
10
年
か
ら
統
合
が
進
め

ら
れ
最
終
、
15
年
を
目
標
と
聞
い

て
い
る
。

防広域化の基本計画は

▶高幡消防を一本化へ
消

田
中

　
津
野
茶
の
振
興
計
画
は
3
年
目

と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

成
果
や
課
題
は
。
ま
た
、
高
齢
化
に

と
も
な
う
後
継
者
確
保
、
新
規
就
業

者
募
集
の
取
り
組
み
と
土
佐
三
大

銘
茶﹁
津
野
茶
﹂の
六
次
産
業
化
を
。

池
田
町
長

　
振
興
計
画
は
5
年
度
か
ら
茶
園

の
若
返
り
や
新
商
品
の
開
発
、
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
・
支
援
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、
新
た
に
就
農
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。
六
次

産
業
化
に
つ
い
て
は
事
業
者
と
協

議
し
推
進
し
た
い
。

業者と協議し推進

▶継続的な課題に取り組む
事

◀津野山茶の年度別実績

▲高幡消防組合津野山分署 葉山出張所

▲桂の茶畑は貴重な農業遺産である
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一

般

質

問

04.一般質問 ‒ 中山　昭英
なかやま　　　　あきひで

中
山

　
町
内
の
公
共
施
設
が
避
難
所
に

な
っ
て
い
る
が
、
安
全
確
認
と
機
能

整
備
は
。

池
田
町
長

　
各
地
区
の
集
会
所
は
、
耐
震
化
が

で
き
て
い
な
い
施
設
も
あ
る
た
め
、

令
和
３
年
の
防
災
計
画
の
見
直
し

に
よ
り
指
定
避
難
施
設
か
ら
除
外

し
た
。
避
難
施
設
は
各
地
区
の
実
情

に
応
じ
一
番
安
全
な
場
所
を
決
め

て
も
ら
う
よ
う
指
導
を
し
て
い
く
。

地
区
で
決
め
た
避
難
施
設
へ
の
避

難
路
の
安
全
確
保
対
策
も
必
要
で

あ
れ
ば
対
応
す
る
。
指
定
避
難
所
へ

は
発
電
機
や
水
の
浄
水
器
な
ど
も

順
次
整
備
し
て
い
く
。

次避難所の整備を

▶必要なものを事業化
一

中
山

　
避
難
時
に
備
え
て
、
日
常
的
な
見

守
り
・
声
掛
け
の
習
慣
や
啓
発
と
、

羽
釜
飯
の
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
が

で
き
る
支
援
を
す
べ
き
で
は
。

池
田
町
長

　
避
難
所
は
避
難
さ
れ
た
方
で
運

営
す
る
の
で
、
日
頃
の
訓
練
の
中
で

力
を
つ
け
れ
る
よ
う
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て

い
く
。
地
域
の
安
全
と
、
緊
急
時
の

対
応
を
地
域
で
話
し
合
い
な
が
ら
、

自
主
防
災
組
織
の
強
化
を
推
進
す

る
。
炊
き
出
し
訓
練
の
材
料
費
も
予

算
化
し
て
い
る
の
で
活
用
し
て
ほ

し
い
。

域活動の支援と啓発を

▶コミュニティーの向上を
地

〈その他の質問〉
問）孤立集落への林道からの作業道を

答）現道復旧のため、建設業者の力が必要

▲防災工事が進む新土居健康管理施設
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一

般

質

問

04.一般質問 ‒ 竹村　博仁
たけむら　　　　ひろひと

竹
村

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
定
員
オ

ー
バ
ー
だ
と
聞
く
が
、
す
べ
て
の
子

ど
も
を
受
け
入
れ
る
体
制
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

久
寿
教
育
長

　
ス
ペ
ー
ス
と
指
導
員
の
関
係
か

ら
安
全
に
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
定

員
を
見
直
し
、
は
や
ま
っ
こ
は
20

人
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
へ
や
は
８
人
と

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
26
人
と
14
人
の

希
望
が
あ
り
、
と
も
に
定
員
超
過
。

開
設
す
る
場
所
と
指
導
員
を
確
保

し
て
希
望
す
る
す
べ
て
の
子
ど
も

を
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
検
討
し
て

い
く
。

▶場所追加などを検討する

竹
村

　
津
野
町
の
魅
力
を
伝
え
、
お
も
て

な
し
が
で
き
る
観
光
振
興
に
必
要

な
人
材
を
ど
の
よ
う
に
育
成
確
保

し
て
い
る
の
か
。

大
﨑
観
光
推
進
課
長

　
無
理
な
く
お
客
様
を
温
か
く
お

迎
え
す
る
気
持
ち
が
大
事
。
津
野

山
大
学
な
ど
で
町
の
良
さ
や
魅
力

の
再
認
識
に
つ
な
げ
る
。

　
地
域
を
き
れ
い
に
す
る
花
植
え

に
参
加
す
る
な
ど
、
町
の
色
々
な

取
り
組
み
が
観
光
振
興
に
つ
な
が

る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。
関
係
者
と

の
連
携
や
、
関
係
団
体
の
観
光
推

進
会
議
等
で
横
の
つ
な
が
り
も
図

っ
て
い
く
。

光振興の人材確保は

▶様々な取り組みがつながる
観

〈その他の質問〉
問）住民の声の管理は

答）統一した記録管理に取り組んでいる

▲はやまっこ開設場所

▲ふるさとセンターのコーナー

け入れ体制強化を受



※　FR・・First Responder 　初期対応者
　　救急から連絡を受けて現場へ駆けつけ、応急手当をする隊員。

令和７年８月１日発行津野町議会だより（11）

一

般

質

問

大
﨑

　
永
野
の
消
防
跡
地
を
メ
イ
ン
に

進
め
て
い
る
よ
う
感
じ
る
が
、
永
野

や
姫
野
々
で
へ
き
地
診
療
の
指
定

が
取
れ
る
か
。

池
田
町
長

　
住
民
説
明
会
を
12
回
行
っ
た
。

永
野
候
補
地
で
は
条
件
的
に
疑
問

を
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
精
華
候
補

地
は
資
料
を
集
め
、
改
め
て
説
明

を
し
て
い
き
た
い
。

　
へ
き
地
診
療
の
指
定
は
、
医
師

の
確
保
か
ら
絶
対
に
外
す
こ
と
は

で
き
な
い
。

療所の統合は

▶早い時期に候補地を
診

大
﨑

　
地
震
や
災
害
時
に
応
急
手
当
が

で
き
る
人
が
必
要
。
育
成
や
資
機
材

へ
の
助
成
は
。

池
田
町
長

　
救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
に

は
大
変
感
謝
を
し
て
い
る
。

　
現
在
、
資
格
講
習
や
資
機
材
に

は
助
成
事
業
が
な
い
が
、
別
の
面

で
支
援
策
が
あ
る
。た
だ
、
要
件
に

つ
い
て
は
制
度
設
計
が
必
要
な
た

め
検
討
し
て
い
く
。

　
様
々
な
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら

対
応
を
し
て
い
く
。

地区にFRの隊員を

▶救命のサポートは重要
各

▲救急ボランティア資機材

04.一般質問 ‒ 大﨑 芳章
おおさき　　よしあき

※

▶
永
野
の
消
防
跡
地
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一

般

質

問

04.一般質問 ‒ 高橋眞一郎
たかはし　しんいちろう

高
橋

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
何
故
全

員
を
受
け
入
れ
る
体
制
が
で
き
な

い
の
か
。
保
護
者
は
本
当
に
困
っ
て

お
り
、
夏
休
み
は
も
う
す
ぐ
。
家
庭

に
帰
し
て
本
当
に
安
全
と
思
っ
て

い
る
の
か
。

久
寿
教
育
長

　
明
日
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
対
応

に
つ
い
て
考
え
、
で
き
る
だ
け
早
い

対
応
を
し
て
保
護
者
の
方
が
困
ら

な
い
よ
う
に
、
明
確
な
回
答
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

課後子ども教室の現状は

▶親の困らない回答をする
放

高
橋

　
耐
震
性
に
つ
い
て
集
会
所
に
も

県
の
補
助
金
を
適
用
で
き
な
い
か
。

池
田
町
長

　
一
時
的
に
避
難
す
る
場
所
を
集

会
所
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
い
か
に
強
化
し
て
い
く
か
、

集
会
所
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

制
度
設
計
を
十
分
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会所の耐震補助は
▶公共施設に該当しない
集



令和７年８月１日発行津野町議会だより（13）

委
員
会
報
告

05.委員会報告 

　4月 4日～ 5 日に開催した議員住民座談会における「放課後子ども教室に
申し込みしたが抽選漏れになって困った」という声を受け、町内放課後子ども
教室などの調査を行った。



令和７年８月１日発行 津野町議会だより （14）

委
員
会
報
告

事実認定



令和７年８月１日発行津野町議会だより（15）

委
員
会
報
告

・



令和７年８月１日発行 津野町議会だより （16）

津
野
町
議
会
だ
よ
り

　

発
行
調
査
特
別
委
員
会

委

員

長
　
明
神
　
旭

副
委
員
長
　
西
元
　
和
代

委
　
　
員
　
西
内
　
香
織

委
　
　
員
　
高
橋
　
亜
香

委
　
　
員
　
明
神
　
司

委
　
　
員
　
川
上
　
智
子

※
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

読
後
の
ご
感
想
・
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

い
つ
も
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
〒
７
８
５‐

０
２
０
１

　
津
野
町
永
野
二
二
五‐

一
　

　
津
野
町
役
場
議
会
事
務
局

答えは今月号の

中にあるよ

　
い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
手
に
取
っ
て

い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
読
む
側
か
ら
、
つ
く

る
側
に
な
る
と
は
一
年
前
に
は
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
生
先
の
こ
と

は
つ
く
づ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
つ
く
る
側
は
、
常
に
読
む
側
の
立
場

に
立
っ
て
、
ど
う
す
れ
ば
手
に
と
っ
て

読
ん
で
い
た
だ
け
る
か
を
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
日
ま
で
読
む
側
だ

っ
た
私
は
、
も
っ
ぱ
ら
﹁
読
者
ク
イ
ズ
﹂

と
﹁
津
野
町
の
お
気
に
入
り
﹂
専
門
で
、

紙
面
は
そ
こ
そ
こ
の
斜
め
読
み
だ
っ
た

こ
と
を
深
く
反
省
し
て
い
ま
す
。

　
議
員
に
な
っ
て
初
め
て
の
経
験
や
学

び
は
、
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
連
続
で

す
。
議
会
だ
よ
り
の
編
集
作
業
も
そ
の

一
つ
で
す
。﹁
過
去
は
変
え
ら
れ
な
い
け

ど
、
自
分
と
未
来
は
変
え
ら
れ
る
﹂カ
ナ

ダ
の
精
神
科
医
エ
リ
ッ
ク
・
バ
ー
ン
が

提
唱
し
た
言
葉
で
す
。

　
議
会
が
町
民
の
皆
さ
ま
の
未
来
を
よ

り
よ
く
変
え
る
架
け
橋
と
な
る
よ
う
に
、

微
力
な
が
ら
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。そ
し
て
、
議
会
だ
よ
り
が
町

民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ

ド
キ
の
読
み
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
よ

り
読
み
や
す
く
し
て
い
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
感
想
・
ご
意

見
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
せ
。
ご
指
導
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　︵
文
責
　
西
内
　
香
織
︶

編
集
後
記

▲当選者プレゼント

厳正な抽選の結果、下記の
５名が当選されました。
おめでとうございます。

当選者

三間川
姫野々
広島県
姫野々
姫野々

三本　幸二　様
野中　敏子　様
岩淵　達也　様
市川あゆみ　様
國澤　晴空　様

［読者クイズ］前回の答え：かしわもち

・
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